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1論 文 内容 の 要 旨

1.論 文全体 のテーマ と論点

本論文 は、アメリカ文学 ・文化専攻の 申請者が、〈遺産相続 〉とい う社会的 ・経済的 ・

文化的事象 を取 り上げて、所有権一 ことに土地や建物 と言 った不動産一の移譲 とい う観

点か らアメ リカ文化 を論 じた ものである。十九世紀アメ リカ文学テ クス トに描 かれ る

様 々な形 の所有権 とその移譲が分析 されているが、申請者 はことに遺産相続が不調にお

わるケースが多 く描かれてい ることに注 目し、そこに、アメ リカ文化に潜在す る国家建設

の理念への懐疑を さぐろ うとした。

扱われているテクス トはハーマ ン ・メル ヴィル、エ ドガー ・アラン ・ボー、ナサニエル ・

ホー ソーン、 リデ ィア ・マ リア ・チ ャイル ドなど十九世紀のアメ リカ作家 の作品である

が、文学テ クス ト以外 にも、ア レクシ ・ド・トクヴィル、 トマス ・ペイン、モンロー大統

領 な どの著作や演説を文化的 ・政治的 コンテクス トの中で論 じている。

本 論 文 の 議 論 の 骨 子 の一 つ は 、 十 九 世 紀 ア メ リカ 社 会 を牽 引 した 拡 張 主 義

(expansionism)を 、アメ リカにお ける土地 に対する概念の根源 的在 りか として とらえ、

土地 の獲得および土地所有権 といった問題をその中で論 じていることである。1862年 の

HomeSteadActに よる土地の獲得の形 を調査 し、獲得 した ものを どのよ うな形 で所有す

るのか、そ してそれを別の時代に どの ように移譲す るのか とい う多重的観点か らの分析

が行われてお り、すべての議論 の根底に〈遺産相続 〉とい う問題が設定 されている。

アメ リカ国家は、遺産 としての土地の移譲ではなく、言葉を移譲す る形で 自国の歴史 を

継続発展 させてきた事実を検証 して結論 としている。



2.論 文 の構 成 と各 章 の 内容

全体 は序論 と結 論 の 問 に六っ の 章 を配 した構 成 にな ってお り、各 章 で は一っ な い しは二

っ の文学 作 品が 取 り上 げ られ分 析 され てい る。

Introduction

本 論文 のテー マ と して遺 産相 続 と土地 所有 の問題 を取 り上 げ る と述 べ た の ち、十 九

世紀 の文化 的 テ クス トを分 析 す るこ とで、 ア メ リカ文化 にお け る遺産 相続 とい う概 念 に

新 しい洞 察 を もた らす とい う 目的 が示 され る。ホー ソー ンの 『七破 風 の家』の 序文 に書 か

れ た 「不 正 な手段 で入 手 した金 や不 動産 が子 孫 に雪崩 の よ うに崩れ 落 ちて くる」とい う文

章 か ら、遺産 の負 の局 面 に 目をむ ける こ とか ら本 論 文 は開始 され て い る。

ChapterlPossessioninnineteenth-CenturyAmericanNovelsoftheSea:The

IVarrativeofArthurGordonPymoflVantueketandMoby'Diek

十 九世紀 ア メ リカ文 学の キ ャ ノン とみ な され て い る二人 の作 家 、エ ドガー ・ア ラン ・

ボ ー とハ ー マ ン ・メル ヴィル の作 品 を と りあげ て 『アーサ ー ・ゴー ドン ・ピムの物 語』 と

『白鯨』 二作 にお け る〈所有 〉(possession)の 問題 を、同時代 の ア メ リカ の政治 的文 化 的

文脈一 一 こ とに拡 張 運動(expansionism)一 一 の 中で論 じて い る。 所有 の前段 階 と して の

〈獲 得 〉(acquisition)は 、1862年 のHomeSteadActに よ りア メ リカ 国家の 中で行 われ

る こ とに なった とすれ ば、それ は 「耕 した者 にその 土地 の所有 権 が与 え られ る」とい う概

念 と して、歴 史 の 中で受 け継 がれ てい く。捕 鯨船 上 の物語 であ る二っ の作 品 を、土 地 の所

有権 の問題 と して読 み とる とき、 ア メ リカ の帝 国主 義 の文脈 が現 れ て くる。

Chapter2RightofthePerpetualOccupancy:HermanMelville's"Bartleby,the

Scribner:AStoryofWallStreeV'

ウォール 街 を舞 台 とす るメル ヴィル の中編 「バ ー トル ビー」を取 り上 げ、十九世 紀 の

法律 事務 所 の所 有 権 の 問題 と、 オ ラ ンダ人植 民者 がや っ て きて この 島 を買い 取 った 十 七

世紀 にお け る土地 獲得 の問題 が重 ね て論 じられ て い る。 法 律 事務 所 の持 ち主 で あ る弁護

士 が、書 記 と して雇 い入れ たバ ー トル ビー に居座 られ 、自分 の事務 所 を出て しま うとい う

展 開 は、不動 産 の所有 権侵 害 で あ る と同時 に、占拠 した人 間 にそ の土 地 の所 有権 が与 え ら

れ る とい うア メ リカ独 自の法概 念 が機 能 した ケー スで あ る。 土地 所有 の概 念 を持 たな い

ネイ テ ィ ヴ ・ア メ リカ ンへ の抑 圧 を読 む こ とで 、マ ンハ ッタ ン島 とい う空 間 に、植 民者 に

よるア メ リカ大 陸 の所 有権 侵 害 を透 視 して い る。

Chapter31nheritedHouseandVanishingHouse:EdgarAllanPoe's"TheFallofthe

HouseofUshef'

ボー の短編 「ア ッシ ャー家 の崩壊 」にお いて 、建物 として の 〈館 〉 と血 筋 と しての 〈家

系 〉の両方 の崩 壊 を所 有権 の問題 か ら論 じて い る。 同家 の末喬 で あ るア ッシ ャー とマ デ

ライ ンの双 子 の兄妹 の死 亡 に よ り、 遺産 と しての不 動 産 の相続 が途絶 え る とい う結 末 の

中に、 土地 を追い 立 て られ たネ イテ ィ ヴ ・ア メ リカ ンへ の政治 的 意識 を読 み こんで い る

が 、館 の立つ 土 地の形 状 が沼 地で あ る こ とか ら水 流 が停滞 す る沼 とい う表象 が、再 生産 さ

れ ない ア ッシ ャー家 の状 況 とアナ ロジー され てい る。また、崩 壊 を招 くマ デ ライ ン をテ ロ

リス トと して見 る とき、館 の崩 壊 の シー ンが 、9.11で テ ロ リス トの攻 撃 で崩れ お ちて い

く ワール ド ・トレー ド ・セ ンター崩 壊 の シー ン と重 ね られ てい く。



Chapter4FromMother'sSontoNationalFather:King'sChangeinLydiaMaria

Chile,s・配omaneeOftheRepublie

十 九世 紀 女性 作家 リデ ィア ・マ リア ・チ ャイル ドの 『共 和 国の ロマ ンス』を混血 が もた

らす ドラマ として読 んで い る。 自分 た ちが混 血 で あ る こ とを知 らず に育 っ た二人 の姉妹

が 、父親 の死 に よ り奴隷 の 立場 に置 かれ るこ とにな る。そ の後 、姉妹 の一人 ロー ザ が、自

分 の息 子 が奴隷 と して売 られ る こ とを懸 念 して、 白人 女性 の赤 ん坊 と 自分 の息子 を交換

し、そ の結果 、息 子 た ちの遺産 相続 にね じれ が生 じて くる。そ こへ登場 す るの が ローザ の

二番 目の夫 キ ングで あ るが、本 論文 で は、これ まで あ ま り注 目 され て こなか った この人 物

に 注 目して い る。人 種 や奴隷 制 とい う障害 を越 えて 、 「自分 の家 族 を救 う父親 」 と して 振

る舞 うキ ングが 「共和 国 と しての ア メ リカ を救 う父親 」と して機 能 してい る とい う結 論 で

あ る。

Chapter5Heir'sRenunciation-WhatHeRenouncedandWhatHeHeld:Edgar

A皿anPoe'sThelVarrativeofArthurGordonPymofNantueket

ボー の長編 小説 『ア ーサ ー ・ゴー ドン ・ピムの物 語』にお け る所 有権 移譲 の拒 否 が論 じ

られ て い る。物語 の 冒頭 で主 人公 ピムが、祖 父 の反対 を押 し切 って航海 に出 る こ とで遺 産

相続 権 を 自ら放棄 す る とい うこ とに注 目 し、そ の後 、い くつ かの船 に乗 り込ん で旅 を続 け

る中で 所有 権 に対 す るピム の態度 の変遷 が分 析 され て い く。航 海 にお こ る さま ざまな 出

来事 の中で ピムは一貫 して受 け身 の態度 を と り続 けてい る。それ が一 転す るのは、食 糧 が

尽 き、餓 死 の危 機 を回避 す るた め に誰 か を殺 して人 肉 を食 べ る とい うカ ニバ リズ ムの シ

ー ンで あ る
。 ピム は くじを作 る役 目を買 って で る こ とで、人 の運命 を 「掌握 す る」(hold)

側 に な り、そ の こ とが所有 権 にお け る能動性 の議 論 へ と発 展 してい く。 さらには 、この作

品 の執筆 状況 、出版状 況 が複雑 で あ る こ とにっ いて 、ボー の伝 記 的情報 が織 り込 まれ 、書

き手 ボー 自身 の著 作権(authorship)の 喪失 とい う議 論へ とつ な が ってい く。

Chapter6HouseonUsurpedLand:NathanielHawthorne'sMeHouseOftheSeven

α～茄θβ

ナサ ニエ ル ・ホー ソー ンの長 編 小説 『七破 風 の館 』 につ い ての先 行研 究 を踏 ま えた上

で 、本 論 文 では 「遺 産 」 とい う社 会 的局 面 と 「再生産 」 とい う遺伝 的要 素 とい う二 つ の視

点 か ら読 み解 い てい る。ピンチ ョン家 を め ぐって は、不動 産 取得 につ いて 二つ の不 正が行

われ て い る こ とを指摘 した後 、同家 の長 い歴 史 の 中で起 こった三 っ の不審 な死 を分 析 し、

そ の結果 、七破風 の 家 には制 生産 可能 な若 い男 女 がい な くな る とい う状 況 が指 摘 され る。

そ こへ 外 か らア リス とい う少 女 が入 っ て くるこ とで再 生産 可能 な コ ミュニテ ィが再 び形

成 され 、一 同は七破 風 の家 を去 り、 子育 て 可能 な東 部 の 土地 へ と移 住 してい くので あ っ

た。 イ ンデ ィア ン との土 地取 引 の証 書 の あ りか をめ ぐる筋 が結 末 に大 きな意 味 を持 っ こ

の作 品で は、17世 紀 に魔 女裁 判 の行 われ たセ ー ラム の町の歴 史 の 中で、 土地所 有権 の問

題 を検証 した もので あ る。

Conclusion

十 九 世紀 ア メ リカ文 学 テ クス トにお いて 、父 権制 システ ム に よ る一 父 か ら息子 へ の一

遺産 相続 の機 能不 全 が多 く描 かれ てい る とい う結 論 が述 べ られ てい る。そ れ は、ヨー ロッ

パ人 た ちがや っ て きて 開拓 し、 ア メ リカ大 陸 の土地 所有 権 を主張 した とい う歴 史 的 要 因



に よるものであ り、もともとその土地で生きてきたネイティヴ・アメ リカ ンの影 を文学テ

クス トがす くい とってい るか らで もある。アメ リカ国家の中では、動産 ・不動産は適切な

形で相続 されに くい とす る一方で、別 の形の遺産がアメ リカの歴史の中で移譲 されてき

た ことが最後 に述べ られ る。それは、独立宣言以来、アメ リカ大統領な どによって語 り継

がれてきた言葉である。 「アメ リカは誰のものか?」 とい う問いに対 して、声に出され、

文字 に落 とされ、呼びかけられ、聞かれてきた言葉たちが応答す ることで、 「アメ リカは

言葉 によって作 り上げ られてきた」 とい う主張が述べ られている。

3.本 論文の特徴 と意義

本論文 はア メ リカ文化 にお け る遺産相続 と土地所有権 とい うテー マ を一貫 して追

求す る中で十九紀 アメ リカ に書かれたテ クス ト群 を読み解いてお り、そ こに学 問的意

義が ある。本論 文で行 われ た議論 は、アメ リカ文学 テクス ト内の物語分析 と、テ クス

ト外の社会的政治的状況 とを縦横無尽 に行 き来 して展 開 してい るが、遺産相続 と土地

所有権 とい うテーマ をア メ リカ国家 の歴 史や現状へ とつ ない でい った手法 は高 く評

価 され るもので あろ う。

先行研究 との関係 において 口述試験 の際 に確認 された こ とを述べてお く。本論文 の

中心的テーマで あるネイテ ィヴ ・ア メ リカ ン と土地所有の問題 についての先行研 究 は

どの くらい あって、その 中での本論文 のオ リジナ リテ ィは どこにあるのか とい う質 問

が審査委員か ら出 された。申請者 の答 えか ら確認 で きた こ とは、ネ イテ ィヴ ・ア メ リ

カ ン とア メ リカ との関係 を論 じた先行研究 は数多 くあるが、ほ とん どが土地所有権 の

問題 を扱 った もので あ り、別世代へ の土地の移譲や継承、つ ま り遺産相続 とい う観 点

か ら論 じた ものはほ とん ど見 られ ない とい うこ とで あった。本論文がア メ リカ文学文

化研 究 にたい して貢献で きる点が ここにある とい うこ とが確 認で きた。

一方で
、本論文 の進 め方 として、遺産相続 と土地所有 とい うテーマ について の欧米

の研究動 向 をきちん と整 理 して述 べた上 で、遺産相続 とい う本論 文のテ ーマ を紹介

し、 自分の研 究 の位 置 を定 めてか ら書 き始 めて ほ しか った とい う意見 も出た。

また、問題 点 もい くつか指摘 された。一つは、十九世紀のアメ リカ文学テ クス トの中

で、いわゆるキャノン と呼ばれ る作家の作品が中心 となっているが、その他の例 えば同時

期の社会で多 くの読者 をえていたセ ンチ メンタル ・ノヴェルな どを入れていないことは

今後 の課題であろ う。また、authorshipとownershipの 概念の混同が見 られ るな ど、分

析が最 も凝縮 してい るところで分析が甘 くな り、結び 目がほどけていないところがある。

しか し、このことは逆 に、そ こか らさらなる豊かな議論が展開 され る可能性があることを

示 していると見な し、審査員一同、申請者の今後の研究の発展 を期待す るとい う意見で一

致 した。

以上、遺産相続 とい うフ レー ムを通 して、テ クス トの 中に現実のア メ リカの姿 を重

ね合わせた(superimpose)議 論 は学術的 に高 く評価 され るべ きであ り、今 後、著書 あ

るい は論 文 として国内外 の学会 で発表 して評価 を仰 ぐべ き論文 で ある とい うのが審

査委員一 同の評価で ある。



II審 査 結 果 の要 旨

本論文 は、テクス トを丹念によみ とき、所有権 ・遺産 とい うテーマにひきつけて一つの

アメ リカ観 を提示 してい るとい う意味で労作 と評す ることができよ う。十九世紀 のアメ

リカ文学テクス ト解釈 に対 して周到 な読みを提示 し、遺産相続 とい うテーマについて、ア

メ リカ国家の根源にある土地所有 とい う問題 か ら照射 した新 しいアメ リカ文化論 をもた

らした挑戦的なアプ ローチであることを評価すべきであ り、アメ リカ文学文化研究の領

域において一っの学問的達成であると認 められ る。文字で書かれたテクス トの言葉の中

に、独立前か ら二十一世紀 までのアメリカ国家のあ り方を透視 してアメ リカ文化 の一局

面にたいす る洞察 をもた らした学術的価値のある論文であるとい う点を認定 し、審査委

員会 は、課程博士の学位を認定す るに値す る論文であるとい う結論を報告する。


